
達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

1
｢しゃべり場とくしま｣、｢とくしま円卓会議｣の開
催回数 回 7 15 5 16 12 18 2

しゃべり場３回、円卓会議２回を開催し、年度
末までに計７回開催予定しており、次年度以降
開催回数を増やしていく。

2 「知事への提言」へのメール件数 件 478 14 438 16 600 18 2
インターネットで寄せられた提言等が増加して
おり順調に推移している。

3 パブリックコメント実施件数 件 6 14 14 16 12 18 2

県のすべての行政機関においてオープンとくし
まパブリックコメント制度を導入し、順調に推
移している。

4 県民広聴事業における県民相談件数 件 3,378 14 3,790 16 3,700 18 2
県庁と全合同庁舎に県政広聴員を配置し県民相
談体制が整ったため、順調に推移している。

5 オープンとくしまｅモニターアンケート制度 検討 15 実施 16 実施 16 1
インターネットを活用した県政アンケート調査
を平成１６年度から実施している。

6 情報公開度ランキング（全国） 位 28 14 － － 10以内 16 －
平成１６年度のランキングは年度末に公表のた
め実績値なし。（平成１５年度は１２位）

7 電子入札システムの導入 未整備 15 一部導入 16 全面導入 18 2
システム開発を行い、一部工事に電子入札を導
入している。

8
「徳島県社会貢献活動の促進に関する条例」の施
行・推進 検討 15 施行・推進 16 施行・推進 16 1

平成１６年４月から条例を施行し，社会貢献活
動の促進に努めている。

9 ＮＰＯ法人数 団体 42 14 97 16 80 18 1
ＮＰＯ法の趣旨の周知等により，ＮＰＯ法人の
認証数は，順調に増加している。

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

基本目標１「オープンとくしま」の実現

1オープンとくしまの展開

２クリーンとくしまの実現

３とくしまパートナーシップの推進
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
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年
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達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

10 とくしま県民活動プラザ利用者数 人 17,915 14 22,263 16 30,000 18 2
約２万人の利用がなされており，ほぼ目標に近
い数値となっている。

11 ボランティア人口 人 100,115 14 － － 210,000 18 － 実績は翌年度に判明するため。

12 協働事業推進補助金補助事業数 事業 未実施 15 15（予定） 16 20 18 2

本年度からの新規補助事業であり，実績は未確
定であるが，ほぼ順調な滑り出しとなってい
る。

13 アドプト参加団体数 団体 387 14 445 16 475 18 2 目標値達成に向け順調に推移している。

14 地域とつくる土木モデル事業実施事業数（累計） 箇所 70 15 80 16 100 18 2
１６年度の実施事業数は１０箇所であり、順調
に進捗している。

15
地域とつくる農業農村整備事業実施事業数（累
計） 箇所 3 15 7 16 13 18 2 概ね年次計画を達成している。

16
リフレッシュとくしまプランの１００の具体的推
進項目 設定 15 計画的推進 16 計画的推進 18 2

年次毎の改革工程表に基づいて、計画的に推進
している。

17 平成１６～１８年度雇用創出人数 人 － － － 10,000
16～
18 －

実績は、徳島県経済再生プランの目標期間終了
後、各施策の実施状況、各種労働統計等を踏ま
え、総合的な検証を行い判明するため。

18 商工会広域連携協議会の設立数（累計） 件 3 15 7 16 7 18 1
市町村合併の動向に合わせ、商工会広域連携協
議会の設立が順調に進んでいる。

19 農業協同組合数 組合 18 15 18 16 1 18 3
平成１８年４月合併に向けて継続審議を行って
いる。

基本目標２「経済再生とくしま」の実現

４リフレッシュとくしまプランの展開

１経済再生のための体制づくり
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年
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達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

20 森林組合数 組合 16 15 16 16 6 18 2
市町村合併の影響を受けているが、森林組合合
併に向けた協議を行っている。

21 水産業協同組合信用事業責任体制数 体制 28 15 9 16 1 18 2 年次計画を達成している。

22 徳島県経営品質賞応募等企業数 件 未実施 15 6 16 15 18 2
「徳島県経営品質賞」を創設し対象企業の募
集、審査、指導業務を開始した。

23 改善エキスパート認定人数（累計） 人 未実施 15 13 16 50 18 2
「改善エキスパート」認定制度を創設し、対象
者の募集と第１回認定を行った。

24 認定農業者数 経営体 1,004 15 － － 2,000 18 －
実績は年度末に判明するため。（平成１６年８
月末　1,209人）

25 農業分野の新技術実用化課題数 件 56 14 － － 84 18 －
実績は年度末に判明するため。（平成１５年度
実績　６５件）

26 県との連携組織を有する高等教育機関の割合 ％ 43 15 43 16 80 18 2
高等教育機関の長と知事との懇談会において、
連携組織の設置について関係機関に依頼した。

27
徳島県特定中小企業集積活性化計画（機械金属工
業） 策定中 15 実施 16 実施 16 2

１５年度に策定した計画に基づき、新商品・新
技術開発事業等を実施。

28
徳島県特定中小企業集積活性化計画（木工業・第
２次） 未策定 15 策定中 16 策定 16 2

第１次事業の成果、課題等を踏まえ、第２次計
画を策定中である。

29 県内木材需要に占める県産木材の比率 ％ 22 14 － － 25 18 － 実績は翌年度に判明するため。

30 県内新築住宅着工数に占める木造住宅の割合 ％ 51.9 14 － － 57.0 18 －
実績は年度末に判明するため。（平成１５年度
実績　５３．８％）

31 公共土木工事での年間県産木材使用量 ｍ３ 6,169 14 － － 8,000 18 －
実績は年度末に判明するため。（平成１５年度
実績　4,773m3）

２とくしま産業再生事業の推進
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
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達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

32
オンリーワン企業創出のための総合的支援を受け
た企業数（累計） 社 未実施 15 0 16 3 18 2

支援制度を創設し、支援対象事業計画４件の認
定と補助対象計画１件の認定を行った。（平成
１７年度支援予定）

33 経営革新計画承認件数（累計） 件 71 15 94 16 180 18 2
中小企業の経営革新計画樹立支援と計画承認、
助成を行った。

34 国等の公募提案型事業の採択件数（累計） 件 1 15 1 16 3 18 2 採択に向け研究が行われている。

35 建設業新分野進出支援資金新規融資件数（累計） 件 未実施 15 0 16 30 18 3
不況対策関連資金と比較して金利が割高となっ
ていることもあり、利用が伸び悩んでいる。

36 中小企業協調融資制度新規融資件数 件 6,921 14 4,929 16 7,000 18 3
セーフティネット関連融資は順調に実績を伸ば
しているものの、前向きな資金需要が少ない。

37 開業事業所数（事業所・企業統計調査） 事業所 1,100 13 － － 3,300 18 － 調査が５年に１回のため。

38 中小企業挑戦支援法活用企業数（累計） 社 0 14 37 16 100 18 2
法施行後２年近くが経過し、制度の周知が図ら
れつつあり、順調に推移している。

39 コミュニティビジネスの計画策定支援数（累計） 事業 0 15 2 16 5 18 2
年間２事業程度を支援することとしており、現
状では順調に推移している。

40 新事業創出支援事業活用数（累計） 件 1,400 14 2,358 16 3,000 18 2
関係機関との連携を図りながら各種支援策の活
用が順調に進んでいる。

41 投資事業有限責任組合による投資企業数（累計） 社 未実施 15 0 16 10 18 2
平成１６年１２月に投資事業有限責任組合が設
立されたばかりであり、投資は来年度になる。

42
無担保無保証人の創業者支援資金による新規融資
件数（累計） 件 未実施 15 35 16 180 18 2 利用件数は、おおむね順調に増加している。

43
「徳島のＳＯＨＯ＊事業者サイト」登録事業者数
（累計） 社 15 15 22 16 45 18 3

登録事業者数は伸び悩んでいるが、今後ＰＲを
推進する。

３とくしま起業倍増プランの展開
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
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度 目標値
年
度

達
成
度
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「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

44
創業準備オフィスを活用した開業事業所数（累
計） 事業所 未実施 15 2 16 100 18 3

オフィスの利用も増えており、今後目標値に近
づけていく。

45 お試し発注制度による発注事業所数（累計） 事業所 未創設 15 9 16 18 18 2
目標値の５０％を達成しており、順調に推移し
ている。

46 農業法人＊数（専門農協、農事組合法人は除く） 経営体 103 14 － － 120 18 －
実績は翌年度に判明するため。（平成１５年度
実績　１１８経営体）

47 産学共同研究参画企業数（累計） 社 4 15 10 16 20 18 2
１６年度は６つのテーマで産学官共同研究を推
進しており、今後２年間で達成は可能である。

48 オンリーワン農水産品品目育成数 品目 0 15 0 16 4 18 2
ワカメの新商品、無核すだちファミリーの育成
へ向けて、研究開発中。

49 オンリーワン産地育成数 産地 4 15 － － 11 18 － 実績は年度末に判明するため。

50 地域食材供給協力店＊数 店舗 25 15 43 16 100 18 2
地産地消運動をＰＲし、趣旨の理解が進み計画
どおりに進捗している。

51 食農教育＊実施市町村数 市町村 6 15 8 16 25 18 2
モデル校以外においても取り組みが進みつつあ
る。

52 地場産物を活用した給食実施モデル校 校 未実施 15 3地域(14校) 16 3 16 1

モデル指定した３地域(14校 )では、地場産物を
活用した学校給食の提供が順調に行われてい
る。

53 農林水産物ブランド品目育成数 品目 4 15 － － 30 18 － 実績は年度末に判明するため。

54 園芸品目＊の産出額 億円 700 14 － － 750 18 －
実績は年度末に判明するため。（平成１５年度
実績　６９９億円）

５新鮮とくしまブランド戦略の展開

４とくしま産消連携事業の推進
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
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「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

55 阿波尾鶏出荷羽数 万羽 178 14 － － 200 18 －
実績は年度末に判明するため。（平成１５年度
実績　１７４万羽）

56 生しいたけ生産量 トン 4,754 14 － － 5,000 18 －
実績は年度末に判明するため。（平成１５年度
実績　4,991トン）

57 わかめ生産量 トン 7,640 14 － － 10,700 18 － 実績は翌年度に判明するため。

58 とくしま安２農産物＊認証件数 件 未整備 15 2 16 40 18 2
８月から認証制度を運用開始し、認定をすすめ
た。

59 新しいブランド農林水産物開発数 件 0 15 6 16 6 18 1
イチゴやひじきなど、新たなブランド品目が開
発された。

60 新技術導入件数（人工手入れ砂＊） 戸 20 14 － － 70 18 －
実績は年度末に判明するため。（平成１５年度
実績　２０戸）

61 徳島県有効求人倍率（年平均） 倍 0.53 14 － － 1.00 18 －

雇用環境は依然厳しいものの、経済情勢の回復
基調を反映して有効求人倍率は改善傾向となっ
ている。（平成１５年実績　0.65倍）

62 情報通信関連産業＊の立地奨励指定企業（累計） 社 1 15 2 16 3 18 2
15年度に情報通信関連産業立地優遇制度を拡充
した結果、２社の誘致に成功した。

63 企業立地優遇制度適用指定企業（累計） 社 4 14 13 16 20 18 2
14年度に企業立地優遇制度を拡充し、これまで
13件の奨励指定を行っている。

64 介護保険サービス従事者＊増加数 人 － 　 892 16 1,000
16～
18 2

要介護者の増加に伴い介護サービスの需要が増
大してきている。

65 福祉サービス従事者増加数 人 － 　 25 16 115
16～
18 2

放課後児童クラブの指導員数は順調に伸びてい
る。一方、国の施設整関係備補助金の交付金化
等があり、不透明な部分はあるが、今後厳しく
なることが予想される。

６「とくしま雇用戦略」の展開
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年
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年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

66 雇用拡大企業支援資金新規融資件数（累計） 件 未実施 14 0 16 30 18 3
長期不況の影響により、前向きな資金の需要は
少ない。

67 山間地域における雇用創出活動取り組み件数 件 0 15 － － 40 18 － 実績は年度末に判明するため。

68
緊急地域雇用創出特別基金事業により新規雇用さ
れた失業者（累計） 人 1,673 14 4,524 16 4,200 16 1 目標を達成した。

69 県内企業のワークシェアリング導入事業所割合 ％ 11.2 13 - - 20.0 18 - 実績は翌年度に判明するため。

70 若年者（１５～２４歳）の失業率 ％ 15.5 14 － － 10.0 18 － 調査が５年に１回のため

71 徳島県就労支援プラザを活用した就職件数 人 35 15 22 16 50 18 3

中高年齢者等の厳しい雇用環境を反映して、就職者数
が増加していないため、より一層のきめ細やかな職業
相談の実施に努めている。

72 雇用をした農業法人数 件 55 14 76 16 70 18 2
就業希望者の増加等により雇用を行う法人が増
えた。

73 緑の研修生＊の定着数 人 0 14 46 16 60 18 2 目標達成に向け順調に推移している。

74 県立テクノスクール施設内訓練生の就職率 ％ 71.9 14 － － 75.0 18 2
訓練科の再編の検討に並行して現訓練科の内容につい
ても検討を行い、可能なものから実施に努めている。

75 「環境首都とくしま憲章＊」の県民への浸透度 ％ 制定 15 － － 80 18 －
各年度において浸透度を調査するものではない
ため。

76 とくしま環境科学機構の創設 検討 15 検討 16 創設 17 2
基本構想検討委員会を設置し、機能のあり方等
について検討している。

1環境首都とくしまの基盤づくり

基本目標３「環境首都とくしま」の実現
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
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達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

77
環境教育・環境学習を総合的・体系的に推進する
ための基本方針の策定 未策定 15 策定中 16 策定 17 2

徳島県環境審議会環境政策部会において、審議
を行っている。

78 環境アドバイザー＊派遣件数 件 29 14 － － 35 18 －
実績は翌年度に判明するため。（平成１５年度
実績　２０回）

79 ボランティアリーダー＊養成数（累計） 人 311 14 398 16 380 16 1
平成１６年度に４０名が修了し、目標を達成し
た。

80 「学校版環境ＩＳＯ」認証取得校数 校 制度なし 15 10 16 30 18 2
認証取得をめざして，１０校で実践研究を進め
ている。

81
環境管理システム（ＩＳＯ１４００１）における
環境目標の達成率 ％ 93 14 － － 98 18 －

実績は翌年度に判明するため。（平成１５年度
実績　９３％）

82 温室効果ガス排出量＊
トン－
ＣＯ２ 6,580,000 2 － － 5,922,000 22 －

温室効果ガス排出量が基準年に比べ増加してお
り、なお一層の取組を進めていく予定である。

83

地球にやさしい環境活動実施団体数（徳島県地球
環境保全行動計画・個別行動計画の参加民間団体
数） 団体 47 14 46 16 70 18 2 今後とも活動を促進する。

84 木質バイオマス＊利用実施例 件 2 15 3 16 4 18 2 阿南市にコジェネプラントが完成。

85
新エネルギーに係る国等の公募提案型事業の新規
採択件数 件

研究会未開
催 15 1 16 1 18 2

環境意識の向上等から、県内民間事業者の取り
組みも進展しつつある。

86 車両用信号灯器のうちＬＥＤ式信号灯器の割合 ％ 10 15 12 16 18 18 2
毎年２００灯を計画的に整備している。

87
エコオフィスとくしま・県率先行動計画（第３
次）の策定 検討 15 検討 16 策定 16 2

１６年度中に環境対策推進本部を開催し、第３
次計画を策定する。

２とくしま地球環境ビジョンの展開
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

88
地球温暖化防止活動推進員＊による県民への普及
の活動回数 回 238 14 － － 280 18 －

実績は翌年度に判明するため。（平成１５年度
実績　108回）

89 「徳島県生活環境保全条例（仮称）」の制定 検討 15 検討 16 制定 16 2
環境審議会からの答申を最大限尊重した条例案
を２月県議会に提出する。

90 工場・事業場等の規制の適合状況 ％ 100 14 － － 100 18 －
実績は翌年度に判明するため。（平成１５年度
実績　100％）

91 大気環境基準＊の達成状況（二酸化窒素） ％ 100 14 － － 100 18 －
実績は翌年度に判明するため。（平成１５年度
実績　100％）

92 自動車騒音評価＊地点数 地点 17 15 29 16 30 18 2 ２９地点における評価を実施した。

93 河川における環境ホルモン調査箇所数 箇所 0 15 19 16 19 18 2 県内１６河川の１９箇所で調査を実施中。

94 化学物質自主管理事業所数 事業所 287 15 346 16 400 18 2
文書による通知やホームページへの掲載等によ
る啓発を実施した。

95 エコファーマー認定数（累計） 人 507 14 941 16 1,000 18 2
生産部会などで団体での取組が進み、順調に増
加している。

96 徳島県屋外広告物条例の見直し 未実施 15 作業中 16 検討 16 2
景観法の施行に伴う屋外広告物の規制の見直し
を検討し、条例改正の作業中。

97 公共施設緑化実施箇所（累計） 箇所 109 15 112 16 130 18 2 徐々に目標に向かって進捗している。

98 電線を地中化した県管理道路の延長（累計） ｋｍ 5.5 15 6.5 16 7.0 18 2
国道４３８号（二軒屋工区）Ｌ＝1.0kmが完成し
た。

４きれいな水環境の実現

３とくしまいい生活環境づくり
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

99 汚水処理人口普及率＊ ％ 31.9 15 － － 41 18 － 実績は翌年度に判明するため。

100
水環境基準＊の達成状況（河川：生物化学的酸素
要求量＊） ％ 92 14 － － 100 18 －

実績は翌年度に判明するため。（平成１５年度
実績　96％）

101
水環境基準の達成状況（海域：化学的酸素要求
量） ％ 91 14 － － 100 18 －

実績は翌年度に判明するため。（平成１５年度
実績　100％）

102 公共下水道による処理人口 人 88,000 14 － － 93,000 18 －
実績は翌年度に判明するため。（平成１５年度
実績　90,400人）

103
旧吉野川流域下水道の幹線管渠完成延長（全体延
長２４ｋｍ） ｋｍ 2.7 15 11.5 16 19.2 18 2 当初計画どおり建設工事が進んでいる。

104 公共下水道の県代行事業実施数（延べ数） 町 4 15 5 16 5 18 1
宍喰町特定環境保全公共下水道事業を県代行に
より実施することとなった。

105 公共下水道を供用している市町村数 市町 5 15 6 16 7 18 2
山川町（現吉野川市）川田浄化センターが完
成、１７年４月より供用を開始する。

106 農山漁村の生活排水処理施設による処理人口 人 18,000 14 18,712 16 23,000 18 2
農業集落排水が２ヶ所供用開始するなど順調に
推移している。

107 合併処理浄化槽による処理人口 人 153,000 14 － － 217,000 18 －
実績は翌年度に判明するため。（平成１５年度
実績　168,000人）

108 浄化槽法定検査受検率 ％ 29.5 14 － － 36.5 18 －
実績は翌年度に判明するため。（平成１５年度
実績　31.8％）

109
生活排水等汚濁負荷量実態調査＊実施河川数（累
計） 河川 1 15 2 16 4 18 2 小松島市神田瀬川において調査を実施した。

110
「命育むふるさとの川」創生リーダー（生活排水
対策等の普及啓発指導者）の養成 人 未実施 15 17 16 50 18 2

「命育むふるさとの川」創生リ－ダ－１７人を
養成した。

111
水環境マップ（身近な河川の環境の状況を図示す
る）の作成 未実施 15 作成中 16 作成 16 2

現在作成中であり，平成１７年２月末県ホ－ム
ペ－ジに掲載予定。
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

112 河川の浚渫土量（累計） ｍ3 50,000 14 54,000 16 80,000 18 3 事業費の減により、施工量が減少している。

113
水質汚濁原因物質発生量・瀬戸内海区域の総量
化学的酸素要求量

トン／
日 41 11 － － 41 16 － 実績は翌年度に判明するため。

114
水質汚濁原因物質発生量・瀬戸内海区域の総量
窒素含有量

トン／
日 29 11 － － 27 16 － 実績は翌年度に判明するため。

115
水質汚濁原因物質発生量・瀬戸内海区域の総量
りん含有量

トン／
日 2.2 11 － － 2.0 16 － 実績は翌年度に判明するため。

116 環境関連産業の立地を促進する補助制度 制度なし 15 制度創設 16 制度創設 16 1
今年度から環境関連産業の立地を促進する補助
制度を創設し、支援を行っている。

117 とくしまグリーン購入ネットワークの会員数 団体 未設立 15 143 16 125 18 1
グリーン購入徳島ネットを設立し、143事業所・
団体等が会員となっている。

118 リサイクル製品の認定＊
認定制度な
し 15 制度創設 16 制度創設 16 1

平成１６年９月に実施要綱を制定し、実施して
いる。

119 リサイクル率＊（一般廃棄物） ％ 14.8 13 － － 22 17 - 実績は翌々年度に判明するため。

120 リサイクル率（産業廃棄物） ％ 46.8 10 － － 54 17 - 実績は来年度判明するため。

121 １人１日当たりのごみ排出量 ｇ 1,033 13 － － 945以下 17 -
実績は翌々年度に判明するため。（平成１４年
度実績　1,009ｇ）

122
使用済み農業生産資材（各種ビニール類）回収率
（回収実績／想定排出量×１００） ％ 78 14 － － 80 18 -

実績は年度末に判明するため。（平成１５年度
実績　７７％）

123
塩化ビニール類再生率（再生処理量／回収量×１
００） ％ 24 14 － － 30 18 -

実績は年度末に判明するため。（平成１５年度
実績　３４％）

５とくしま廃棄物ゼロ社会づくり
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

124
畜産農家におけるふん尿処理施設（堆肥舎）の整
備率 ％ 83 14 88 16 95 18 2

家畜排せつ物法管理基準の完全施行に伴い、不
適切処理農家の施設整備等、高度化処理施設整
備等が計画どおり行われた。

125 ごみ処理広域化施設＊整備数 施設 0 15 推進 16
1

(供用開始) 17 2
建築部分は，ほぼ完成しており，順調に推移し
ている。

126 徳島東部臨海処分場整備 整備中 15 整備中 16 整備完了 18 2 平成１８年度の完成に向けて事業中。

127 不法投棄監視ボランティア育成数（累計） 人 制度なし 15 － － 360 18 －
H16年度末に120名程度登録予定のため、実績な
し。

128
産業廃棄物処理業者法知識・処理技術研修受講者
（累計） 業者 未実施 14 － － 180 17 －

平成１７年１月に講習会を開催予定。（平成１
５年度実績　９０業者）

129 生物多様性の確保のための方針の策定 未策定 14 策定中 16 策定 16 2
年度末には調査検討が終了する予定であり順調
に推移している。

130 ビオトープの保全、復元、創出数（累計） 箇所 5 14 20 16 30 18 2
講演会やアドバイザー派遣などにより支援して
おり、順調に推移している。

131 自然を再生する事業の実施地区数 箇所 0 14 0 16 2 18 2 竹ケ島海中公園地域について調査を実施。

132 三嶺の適正利用のための施設整備箇所数 箇所 未整備 15 0 16 3 18 2
駐車場の整備について設計を行っており、１６
年度中に工事発注の予定。

133 自然環境に配慮した公共事業の累計完了箇所数 箇所 37 14 43 16 54 18 2
平成１６年度末時点の累計完了箇所数の計画は
は達成する予定。

134 自然環境調査に基づく事業計画策定地区数 地区 9 15 15 16 27 18 2
自然環境に配慮した事業計画地区数は概ね順調
に推移している。

135 自然との共生の農村づくりの実施地区数 地区 6 15 8 16 12 18 2
自然環境に配慮した工法の導入が図られ、地区
数は順調に推移している。

６自然との共生の推進
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

136
環境重視の多様な森林づくり面積（平成１４年度
からの累計） ｈａ 6,824 14 － － 35,010 18 －

実績は、年度末に判明するため（平成１５年度
実績　15,707ha）

137 間伐実施面積（平成１４年度からの累計） ｈａ 6,762 14 － － 34,300 18 －
実績は、年度末に判明するため（平成１５年度
実績  15,530ha）

138 複層林誘導面積（平成１４年度からの累計） ｈａ 62 14 － － 710 18 －
実績は、年度末に判明するため（平成１５年度
実績  177ha）

139 保安林指定面積 ｈａ 85,272 14 － － 89,950 18 － 実績は翌年度に判明するため。

140 「森林づくり支援金＊」の交付対象とする面積 ｈａ 30,826 14 － － 40,000 18 －
実績は年度末に判明するため。（平成１５年度
実績　38,200ha）

141 森づくりボランティア＊の参加者数 人 383 14 － － 1,000 18 －
実績は年度末に判明するため。（平成１５年度
実績　５４２人）

142 ＮＰＯ等の森づくり活動拠点＊数 箇所 6 15 7 16 8 18 2
新たに１ヶ所でボランティア団体による森づく
り活動が始められた。

143
災害関係専門家数（耐震診断技術者＋被災宅地危
険度判定士） 人 29 14 350 16 329 18 1

平成１６年度養成講習会を開催した結果、目標
を達成した。

144 知事直轄管理組織の設置 未設置 15 設置 16 設置 16 1

４月に知事直轄管理組織「防災局」を設置し、
局内に調整担当、消防防災課、南海地震対策課
をおいた。また１０月には、調整担当を廃止し
「危機管理室」をを設置した。

145 総合情報通信ネットワークシステム＊の再整備 未着手 15
基本構想策定
中 16 整備完了 19 2

平成１８年度の実施設計及び平成１９年度の整
備工事に向け基本構想策定業務を実施した。

７環境重視の多様な森林づくり

1危機管理のための体制づくり

基本目標４「安全・安心とくしま」の実現
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

146 ヘリコプターテレビ伝送中継システム整備 未着手 15 実施設計中 16 整備完了 17 2
平成１７年度の整備工事に向け、実施設計業務
を委託した。

147 防災センター年間利用者数 人 整備完了 15 27,741 16 10,000 18 2

平成１６年７月３日にｵｰﾌﾟﾝし、防災に関する体
験学習、研修の場としての防災啓発施設とし
て、利用者は順調に推移している。

148 耐震相談件数 件 41 14 77 16 100 18 2
南海地震等への関心の高まりにより、相談件数
は順調に推移している。

149 耐震診断技術者養成人数 人 0 14 179 16 200 16 1
平成１６年度養成講習会を開催した結果、概ね
目標を達成した。

150 被災宅地危険度判定士数 人 29 14 171 16 129以上 16 1
平成１６年度養成講習会を開催した結果、目標
を達成した。

151 住宅再建支援制度の整備 制度なし 15 制度創設 16 制度創設 16 1
平成１６年４月に、被災者生活再建支援制度に
居住安定支援制度が創設された。

152
不正侵入防止設備＊を完備している外航船用の公
共港湾施設数 施設 0 15 5 16

5(対象全施
設整備完了) 18 1 対象全施設の整備完了。

153 南海地震発生時における死亡者数 人

1,500人(う
ち津波によ
るもの1,100
人) 　 － － 0 　 －

防災対策の資料とするため、津波浸水予測調査
を実施し、津波浸水予測図を作成し公表した。
現在、津波避難計画策定のための指針を策定
中。また地震動被害想定調査も実施中。

154 自主防災組織率＊ ％ 43.8 14 54.6 16 65 18 2
防災センターを拠点に講演等を実施するなど、
自主防災組織の育成に努めている。

155
災害ボランティアリーダー等育成講習会参加者数
（累計） 人 230 15 390 16 1,000 18 2

防災センターを拠点に研修会等を実施するな
ど、災害ボランティアリーダーの育成に努めて
いる。

156 津波避難計画の策定のための指針の策定 検討 15 策定中 16 策定 18 2 策定は順調に進められている。

２とくしま―０（ゼロ）作戦の展開
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

157 津波避難計画策定市町村数 市町村 0 15 0 16
12（対象市
町すべて） 18 2

平成１６年度に策定完了する津波避難計画策定
指針などを活用し、市町における津波避難計画
策定を促進させる

158 災害拠点病院の耐震化数 病院 2 14 4 16 5 18 2
病院の改築時期等に併せ、順次耐震化が図られ
ている。

159 災害拠点病院の災害対応設備保有数 病院 1 14 1 16 7 18 2
災害拠点病院の耐震化とともに、必要な資器材
を選定の上、順次整備を図っていく。

160 県立学校改築数（改築工事着手校数累計） 校 3 15 5 16 7 18 2

平成１６年７月に城東高校新校舎完成。城南高校改築に係
る工事障害施設解体工事、富岡東羽ノ浦分校改築に係る用
水路改修ほか各種工事や設計を実施中。

161 耐震診断実施校数（累計） 校 未実施 15 4 16

21（対象と
なる学校す
べて） 18 2

富岡西，阿波，徳島商業及び川島高校の耐震診
断を実施。また現在，診断結果に基づき，耐震
改修設計を実施中。

162 県有建築物の耐震診断実施件数（学校を除く） 施設 1 15 8 16 29
16～
18 2

平成１６年度に実施予定の７施設については、
すべて耐震診断を実施済。加えて郷土文化会館
を９月補正で計上し、現在実施中。

163 浅川港津波防波堤の整備率 ％ 80 15 93 16 100 18 2 順調に整備が進んでいる。

164 漁港施設及び漁港海岸施設の耐震診断実施件数 ％ なし 15 － － 3 18 2 今年度中に３箇所事業発注予定。

165
要耐震橋梁（県管理の緊急輸送路における）の耐
震化率 ％ 74.3 14 － － 100 18 －

１６年度実績は翌年度に判明するため。（平成
１５年度実績　８６．１％）

166 徳島小松島港赤石地区：耐震強化岸壁の進捗率 ％ 85 15 90 16 100 18 2
岸壁完成に向けて、背後埋立工事の施工は順調
に進捗。その後、岸壁工事を再開する。

167
新耐震基準以前に建てられた既存木造住宅の耐震
診断実施戸数（累計） 戸 未実施 15 288 16 4,600 18 2

平成１６年１２月末現在、９８６件の受付があ
り、年度内にはほぼ１，０００件の診断が実施
できる予定である。

168
耐震診断で改修が必要であると判断された住宅の
耐震改修実施戸数（累計） 戸 未実施 15 0 16 1,800 18 3

今年度前半で基本的な体制整備を実施してお
り、年度後半から募集しているが、引き続き次
年度に向け体制整備を図る。

169 災害図上訓練実施回数（累計） 回 未実施 15 １回 16 3回 18 2
平成１６年９月に大規模地震発生に伴う応急対
策を検討する図上訓練を実施した。
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

170 重点整備河川＊の整備率 ％ 61 14 61 16 73 18 3 やや進捗が遅れ気味となっている。

171 高潮水門の完成箇所数 箇所 7 15 9 16 11 18 2 全体計画どおり進捗している。

172 水門・排水機場の遠隔監視完成箇所数 箇所 0 15 0 16 3 18 2 全体計画どおり進捗している。

173 海岸侵食対策事業整備箇所数（累計） 箇所 3 15 3 16 5箇所概成 18 2 全体計画どおり進捗している。

174 漁港海岸施設整備箇所数 箇所 3 15 3 16 4 18 2 ３箇所で事業継続中。

175 土砂災害の危険性のある人家の保全数 戸 約17,500 15 約17,800 16 約18,500 18 2 ほぼ計画どおり推移している。

176 とくしま安２農産物認証件数（再掲） 件 未整備 15 2 16 40 18 2
８月から認証制度を運用開始し、認定を進め
た。

177 個体識別対象とする家畜の種類数 種類 1 15 1 16 3 18 2

阿波尾鶏のトレーサビリティについて識別単位、情報の記
録保管の確認方法等、消費者への情報提供のあり方を検討
しシステムアップの構築に向かって順調に推移している。

178

安全・安心な畜産物を供給するための生産・加
工・流通の各段階での必要な機械・施設整備箇所
数 箇所 未整備 15 5 16 20 18 2

消費者が求めている安全・安心な畜産物を供給
するための機械・施設整備を行い、本年度の計
画はほぼ順調に推移している。

179 ＢＳＥ全頭検査を継続実施 実施中 15 実施中 16 実施中 18 2
平成１３年１０月１８日よりＢＳＥ全頭検査を
継続実施。

180 農薬管理指導士＊認定数 人 257 14 － － 300 18 －
実績は年度末に判明するため。（平成１５年度
実績　２６８人）

４食の安全・安心の推進

３自然災害に強い県土づくり
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年
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年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

181 農薬適正使用アドバイザー＊認定数 人 269 15 405 16 500 18 2
農薬適正使用に対する関心は高まっており、認
定希望者は順調に増加している。

182
安全・安心な農畜産物を提供するためのための新
しい技術開発数 件 0 15 0 16 3 18 2

安全・安心な野菜やかんきつ、畜産物を生産す
るための栽培技術、食肉識別技術などについて
研究開発中。

183
食品表示適正表示率（消費者モニタリング調査＊
結果による） ％ 79.6 15 90.0 16 90 18 2 制度の周知が図られ、順調に進捗している。

184 食品衛生監視指導計画に基づく重点的監視指導 未実施 15 実施 16 実施 16 2 計画に基づき監視指導を実施している。

185 救急搬送の救急医療圏別自己完結率＊ 圏
90％以上
3圏 14 － －

90％以上
4圏 18 － １６年の実績は翌年に集計するため。

186 救命救急センターの整備 病院 2 15 2 16 3 18 2

県立三好病院において、専用病床１０床を有す
る「新型救命救急センター」の整備工事に着手
した。（１６年８月）

187 小児救急医療拠点病院の整備 病院 1 14 1 16 2 18 2

小児救急拠点病院の整備に向け、県立中央病院
において、小児科医師を増員し、小児救急輪番
日を週３日から４日に増やした。

188 乳児死亡率＊（千人当たり） ％ 3.5 14 － － 3.0 18 －
順調に乳児死亡率は減少している。（平成１５
年度実績は2.9％）

189
行政の医療相談窓口における相談者のうち「納
得」した割合 ％ 41.8 14 44.5 16 50.0 18 2

医療全般に関する相談を受け付け、中立的な立
場で医療機関と患者の間に立ち、両者の相互理
解に努めている。

190 消費者保護条例の見直し 検討 15 廃止制定 16 改正 16 1
消費者基本法を踏まえ、２１世紀にふさわしい
消費者保護条例を制定した。

191 消費生活の苦情処理・相談件数 件 7,500 15 7,858 16 10,000 18 2
県民の消費生活の安定と向上のため、消費生活
の苦情処理体制を整備する。

５とくしま安心ライフの実現

６健康とくしまの実現
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

192
３大疾病による壮年期死亡率＊（壮年期人口１０
万人当たり人数） 人 202.8 13 － － 187.0 18 －

実績は翌々年度に判明するため。（平成１５年
度実績　187.6）

193 禁煙サポート実施医療機関 ％ 26 15 － － 60 18 － 調査は２年周期で実施のため。

194
虐待予防、育児支援に重点を置いた乳幼児健診を
実施している市町村数 市町村 23 15 33 16 全市町村 18 2

引き続き、保健所を通じ、管内全域で取り組め
るよう支援している。

195 ３歳児の一人平均う歯数 本 1.9 14 － － 1.5 18 －

フッ化物塗布事業の効果が出現するまでタイムラグが
あるが、着実な減少傾向にある。（１５年度実績は
1.8本）

196 医療機関内におけるＳＡＲＳによる二次感染者数 人 0 14 0 16 0
16～
18 2

現在、国内ではＳＡＲＳの感染者は発生してい
ないが、健康危機管理対応として、備品装備の
整備、シュミュレーション訓練等を実施。

197 地域リハビリテーション広域支援センター＊数 箇所 3 15 3 16 6 18 2 指定数の増に向けて推進中である

198 地域等に合わせた栽培・指導の普及 市町村 未実施 15 － － 全市町村 18 －
地域に合わせた栽培・指導を行うための薬用植
物の植生・栽培量調査を実施。

199 刑法犯認知件数＊ 件 12,369 15 10,552 16
15年対比で
抑止(減少) 18 2

前年比で－14.7％。（現況・実績・目標値とも
暦年）

200 交通事故による死者数 人
83.2（過去
10年平均） 15 58 16 70人台以下 18 2

関係機関・団体をはじめ、県民の協力の下、目
標を達成。（現況・実績・目標値とも暦年）

201 対象地域における街頭犯罪件数 件 4,348 15 3,295 16
15年対比
10％減 18 2

前年比で－24.2％。（現況・実績・目標値とも
暦年）

202 対象地域における侵入窃盗＊の発生件数 件 650 15 604 16
15年対比
10％減 18 2

前年比で－7.1％。（現況・実績・目標値とも暦
年）

203 迷惑防止条例の改正 改正 15 施行 16 施行 16 1

６月の改正条例施行後、対象地域居住住民にア
ンケート調査を実施。回答者の９割が施行（規
制）後「静かになった」と回答。

７犯罪や交通事故のないまちづくり
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

204 犯罪被害者支援連絡協議会の開催回数 回 15 15 13 16 15 18 2

開催予定時期に参議院議員選挙及び台風等が重
なったため、１２月末までに４回開催してお
り、年度末までに順次開催予定である。

205 シートベルト着用率 ％ 89.6 15 88.5 16 95 18 2

平成１６年度のシートベルト着用率は８８．５％で、
前年度の８９．６％を下回ったが、平成１６年の交通
事故死者数については、５８名であり過去最低となっ
た。

206 あんしん歩行エリアの事業実施箇所数 箇所 1 15 2 16 7 19 2

今後、残り５エリアについても引き続き計画的
に実施する。

207 車両用ＬＥＤ式信号灯器の割合（再掲） ％ 10 15 12 16 18 18 2
毎年２００灯を計画的に整備している。

208 文化振興に関する条例の制定 検討 15 検討中 16 制定 16 2

平成１５年１１月以来４回の条例検討委員会を
開催し条例案をとりまとめ、平成１７年２月議
会に提案する予定。

209
少人数学級（３５人を上限とする学級編制）の導
入

小学校1年に
導入(学年2
学級以上の 15 36 16

小学校1･2年
に導入(すべ
ての学校が 17 2

学級数は当初見込みどおり順調に増加してい
る。

210
一定規模以上の学級を有するすべての小・中学校
に少人数指導のための追加教員を配置

30人以上の
学級 15 329 16

25人以上の
学級 17 2 配置数は計画通り順調に増加している。

211 スクールカウンセラー配置中学校数 校 20 14 40 16 55 17 2

スクールカウンセラーの有資格者である臨床心
理士の数が増え，配置校は順調に推移してい
る。

212
特別支援教育コーディネーター配置校の割合
（幼・小・中） ％ 0 15 100 16 100 18 1

当初予定していた幼・小・中には100％配置。来
年度，高校にも配置予定。

１いやしの国とくしまの体制づくり

２とくしま子どものびのびプランの展開

基本目標５「いやしの国とくしま」の実現
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年
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年
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達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

213 併設型中高一貫教育校の設置 校 0 15 1 16 2 18 2

平成１６年４月に１校目（県立城ノ内中学校・高等学
校）を開校するとともに，２校目（平成１８年４月に
県立川島中学校・高等学校開校予定）開校に向け準備
を進めている。

214
オンリーワンハイスクール推進事業実施校（累
計） 校 0 15 15 16 45 18 2

本年度実施校１５校が順調に事業を実施してい
る。

215 学校教育情報化研修参加者数（累計） 人 0 15 29 16 150 18 2

少人数グループでｅ-ラーニング教材を作成した
ことにより，充実した教材が完成。今後この手
法を活かして拡充を図る。

216 とくしま県民カレッジ入学者数（累計） 人 5,421 14 6,746 16 7,400 18 2
毎年３００～４００人の入学者があり，計画ど
おりに進んでいる。

217 生涯学習情報システムへのアクセス件数 件 41,826 14 36,928 16 46,000 18 2

順調に推移している。（平成１５年度の実績は
52,446件）

218
徳島の人物・自然・文化に関する学習講座「オン
リーワンとくしま学」受講者数（累計） 人 0 15 460 16 900 18 2

平成１６年度中に１５回の講座を予定してお
り，申込者も増加傾向にある。

219
読書活動を推進するイベントへの参加者数（累
計） 人 100 15 200 16 400 18 2 参加者数は順調に増える見込みである。

220 家庭いきいき支援者養成講座受講者数（累計） 人 0 15 282 16 450 18 2
県民の関心が高く，募集１５０人に対して２８
２名が受講し，順調に推移している。

221
起業家教育実施６校における受講生徒数合計（累
計） 人 1,197 15 2,349 16 3,600 16 3

実施校６校で企業家教育講習会等を実施した。今後
は，オンリーワンハイスクール推進事業などの中で，
継続的に高校生の起業家教育に取り組んでいく。

222 教育情報ネットワークの構築 整備中 15 整備完了 16 整備完了 16 1

徳島県立総合教育センターと県教委事務局，県
立学校を接続。今後はネットワークの利活用を
工夫する。

223 総合教育センターの整備 整備中 15 整備完了 16 整備完了 16 1

平成１６年１１月に開所し、学校支援、情報教
育支援、特別支援、生涯学習支援の４機能を有
する施設として運用している。

３生涯を通じた学びの推進
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年
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年
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達
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「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

224 青少年リーダー・指導者の育成数（累計） 人 137 15 187 16 290 18 2
県下各地域における青少年リーダー・指導者の
養成を促進している。

225 チャレンジする青少年の紹介人数（累計） 人 23 15 35 16 33 16 1
自らの生き方にチャレンジする青少年を紹介
し、健全育成の啓発に努めている。

226 青少年健全育成助成団体数（累計） 団体 37 15 75 16 67 17 1
地域における青少年健全育成活動事業の推進に
役立てられている。

227 青少年リーダーの育成人員（累計） 人 未実施 15 13 16 90 18 2
青少年の自主的・主体的な活動を促進し、青少
年リーダーの資質向上を図っている。

228 青年洋上大学の参加青年数（累計） 人 未実施 15 15 16 45 18 2
青年を海外へ派遣し、国際的視野の拡大に努め
ている。

229 青少年育成出前講座参加者数（累計） 人 137 15 174 16 200 18 2
県下全域の青少年指導者を養成し、青少年活動
の活性化を推進している。

230
世界レベルの芸術文化に接する機会（公演等年間
開催回数）＜音楽・芸能、演劇、舞踊＞ 回 25 14 45 16 50 18 2

県及び県民文化祭開催委員会の主催で９公演を
開催した。市町村にも呼びかけ効率的な事業展
開に努めている。

231 芸術文化活動行動者率＊ ％ 8 13 － － 10以上 18 －
５年おきに国において実施している調査である
ため。

232 文化振興に関する条例の制定（再掲） 検討 15 検討中 16 制定 16 2

平成１５年１１月以来４回の条例検討委員会を
開催し条例案をとりまとめ、平成１７年２月議
会に提案する予定である。

233
インターネットによる伝統芸能情報発信（動画）
数 回 0 15 1 16 10 18 2

阿波人形浄瑠璃芝居フェスティバルの模様をイ
ンターネットでライブ中継を実施した。今後，
この時の動画像を編集し順次提供する予定。

234 「守護町勝瑞遺跡」発掘調査面積（累計） ｍ２ 0 15 2,100 16 7,200 18 2 年次計画に基づき，順調に推移している。

４明日のとくしまを担う青少年づくり

５あわ文化の創造・発信
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

235 文化の担い手養成研修受講者数（累計） 人 20 15 244 16 100 18 1

県が実施した演奏会の出演者を講師とした実技
指導を開催したほか、国民文化祭に向けて徳島
交響楽団のスキルアップ事業を実施した。

236 全国高等学校総合文化祭開催 準備 15 開催 16 開催 16 1

平成１６年７月３０日(金)から８月３日(火)ま
での５日間に，2,830校，17,218名の高校生が参
加して開催。

237 国民文化祭開催準備 未実施 15 － － プレ祭開催 18 － プレ国民文化祭は１８年度開催のため。

238 いやしのみち登録距離数（累計） ｋｍ 60 14 141 16 110 18 1
事業の目的や趣旨を啓発し、事業進捗の推進に
努めた。

239
四国のみち（歴史文化道、新四国の道）の整備事
業実施箇所数 箇所 1 15 1 16 3 18 3

16年度は新たな実施個所はないが、１７年度は
上板町で新たに実施予定。

240 「徳島むらづくり維新＊」の計画策定地区数 地区 6 15 － － 10 18 － 実績は年度末に判明するため。

241 新町川河畔ひかりプロムナードの整備 整備中 15 推進 16 整備完了 17 3

財政状況が厳しく全体計画を縮小して、平成１
６年度に終了する。また、残りの区間について
は、休止とする。

242
「いやしのみち」ホームページアクセス件数（累
計） 件 18万件 14 29万件 16 30万件 18 2

首都圏で遍路文化展を開催するなど、四国のい
やし文化の情報発信に努めた。

243 四国初のＪリーグチームの実現

Ｊリーグ推
進協議会の
設置 15

Ｊリーグチー
ムの実現 16

Ｊリーグ
チームの実
現 16 1

12月6日に「徳島ヴォルティス」のＪリーグ入会
が承認され、四国初のＪリーグチームが誕生し
た。

244 Ｊリーグホームスタジアムのための施設整備 未整備 15 整備中 16

グラウンド
の常緑化・
照明設備の 16 1 平成１６年度整備完了予定。

245 プロ野球公式戦開催のための施設整備 未整備 15 整備中 16
グラウンド
の拡張 16 1 平成１６年度整備完了予定。

６いやしの空間づくり

７とくしまスポーツ王国づくり
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

246
国民体育大会出場候補選手のメディカルチェック
受診率 ％ 71.1 15 70 16 85 18 2

メディカルチェックにとどまらず，検査結果を
フィジカル面の向上に生かそうとする動きが強
まった。

247 スポーツ講習会参加者数 人 5,965 14 1,708 16 6,600 18 2

エクストリームスポーツ講習会や市町村からの
企画書による講習会など、新たな事業手法に取
り組んでいる。

248 南部健康運動公園の整備 整備中 15 整備推進 16
野球場の整
備完了 18 2 目標達成に向けて順調に推進している。

249 総合型地域スポーツクラブの設立数 クラブ 0 15 10 16 20 18 2
１０クラブが設立され，６地域が設立に向けて
取り組んでいる。

250
次世代育成支援対策推進法＊に基づく行動計画の
策定・推進 検討 15 策定中 16 策定 16 2 年度末に策定する予定。

251 ユニバーサルデザイン基本指針の策定 検討 15 策定中 16 策定 16 2

県内有識者からなる徳島県ユニバーサルデザイン基本
指針検討会議やパブリックコメント等により広く県民
の意見いただきながら平成17年3月策定に向けて順調
に作業は進んでいる。

252 人権教育・啓発に係る計画の推進

「人権教育
のための国
連10年」徳
島県行動計
画の推進
（16年末ま 15

「人権教育の
ための国連10
年」徳島県行
動計画の推進 16

徳島県人権
教育・啓発
に関する基
本計画の推
進 17 2

「人権教育のための国連１０年」徳島県行動計
画に基づき、県民に対する人権教育・啓発を積
極的に推進するとともに、同行動計画終了後の
諸施策の基本となる「徳島県人権教育・啓発に
関する基本計画」を策定した。

253 人権教育の推進

徳島県教育振
興基本構想に
よる人権教育
の推進 15

徳島県人権教育
推進方針による
人権教育の推進 16

徳島県人権教
育推進方針に
よる人権教育
の推進 16 2

平成16年４月から学校教育及び社会教育両面に
わたり各種研修会等で「徳島県人権教育推進方
針」の普及に努めている。

254 県審議会委員等の女性の選任割合 ％ 25 14 30.5 16 40 17 2

平成１５年度は25.0％、平成１６年度は30.5％
と増えてきており、目標達成に向け全庁的に取
り組む。

１ユニバーサルとくしまの体制づくり

２男女共同参画立県とくしまの実現

基本目標６「ユニバーサルとくしま」の実現

24



達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

255 本格的な男女共同参画推進拠点施設の整備 計画 15 実施設計 16 供用 18 2
平成１６年度に実施設計を行っており、順調に
推移している。

256 男女共同参画総合講座修了者数（累計） 人 0 15 － － 120 18 － 実績は年度末に判明するため。

257 農業関連女性起業家数（個人） 人 11 14 － － 30 18 －
実績は年度末に判明するため。（平成１５年度
実績　１５人）

258 農業関連女性起業家数（グループ）
グルー
プ 93 14 － － 120 18 －

実績は年度末に判明するため。（平成１５年度
実績　９６グループ）

259 家族経営協定締結数 戸 359 15 506 16 500 18 1

家族協定の必要性や効果の理解が進み、生産部
会等でまとまって締結するなど、順調に推移し
ている。

260
「女と男（ひととひと）のフェスティバルとくし
ま」参加者数（累計） 人 5,330 15 6,130 16 7,600 18 2

身近な問題としての理解を得られる内容とし、
参加者数も順調に推移している。

261
「農山漁村男女共同参画啓発セミナー」参加者数
（累計） 人 239 14 377 16 439 18 2 平成１６年８月に開催し、参加者８８人。

262
次世代育成支援対策推進法に基づく行動計画の策
定・推進（再掲） 人 検討 15 策定中 16 策定 16 2 年度末に策定する予定。

263 児童福祉業務研修会受講者数 年/人 未実施 15 約2,100 16 2,000
16～
18 2 予定の年間2,000人を上回る見込みである。

264 延長保育事業実施市町村数 市町村 36 15 38 16 45 18 2 延長保育実施市町村数は順調に伸びている。

265 病後児保育実施市町村数 市町村 9 15 9 16 15 18 3 郡部での実施について努力を要する。

266 育児休業取得者数（民間） 人 848 14 － － 1,700 18 － 実績は翌年度に判明するため。

３健やか子育て環境づくり
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

267 放課後児童クラブの設置数 クラブ 91 15 98 16 110 18 2
未実施地域における新たな取り組みは、順調に
推移している。

268 地域子育て支援センター＊等 箇所 63 14 74 16 80 18 2
地域子育て支援センターの施設数は全県下で着
実に伸びている。

269 児童虐待防止市町村ネットワーク設置率 ％ 46 14 82 16 100 18 2
市町村ネットワークの設置率は順調に伸びてい
る。

270 不妊治療費助成件数（累計） 件 未実施 15 28 16 600 18 2

１６年９月より申請受付中。９月１件、１０月
１０件、１１月１７件と増加傾向にある。今後
も一層の周知に努める。

271 シルバー大学院の創設 未設置 15 創設 16 創設 16 1 平成１６年９月から開講。

272 徳島県健康福祉祭参加者数 万人 10 14 7 16 10 18 3
広報等による県民への周知について、さらなる
努力を要する。

273 シルバー人材センターが設置されている市町村 市町村 39 15 39 16 全市町村 18 2
合併による統合があるものの順調に増加してい
る。

274 高齢農業者人材バンク登録者数 人 89 14 － － 200 18 －
実績は年度末に判明するため。（平成１５年度
実績　１３０人）

275
要援護高齢者等への配食サービスや緊急通報装置
等の利用人数 人 10,780 14 － － 13,000 18 － 実績は翌年度に判明するため。

276
高齢者住宅改造促進事業助成件数（⑫からの累
計） 件 304 14 － － 740 18 －

実績は翌年度に判明するため。（平成１５年度
実績　４１８件）

277 障害者交流プラザ（仮称）の整備 整備中 15 整備中 16 供用 18 2
工事は順調に進んでおり、併せて施設運営につ
いても検討を始めている。

５とくしまハンディキャップ・フリーの推進

４高齢者いきいきとくしまの推進
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

278 点訳奉仕員の養成（累計） 人 730 14 776 16 850 18 2 養成数は順調に推移している。

279 盲ろう者通訳・介助員派遣件数 件 0 15 0 16 1,140 18 -

全国盲ろう者協会の実施する盲ろう者通訳ｶﾞｲﾄﾞ
ﾍﾙﾊﾟｰ派遣事業を活用しているため県事業の実績
はなし。

280 障害者向けパソコン講座受講者数（累計） 人 1,860 14 2,084 16 2,180 18 2
障害種別毎のパソコン講座を開催しており、受
講者数の累計は順調に増加している。

281 知的障害者地域生活援助事業定員（累計） 人 156 14 193 16 194 18 2
H16年4月には定員37名分を指定し、地域での自
立生活に向け順調に推移している。

282 精神障害者通所授産施設等の整備 箇所 27 14 31 16 40 18 3
国の施設整備補助採択が厳しくなっているが引
き続き推進に努める。

283 授産活動収入 億円 3 14 － － 4 16 －

実績は翌年度に判明するため。景気動向が良く
ない中、各施設は工夫を凝らしている。（平成
１５年度実績　３億円）

284 障害者ヘルパー育成研修修了者数（累計） 人 0 14 － － 240 18 －
実績は翌年度に判明するため。（平成１５年度
実績　７７人）

285
精神障害者ホームヘルパー養成特別研修受講者数
（累計） 人 281 14 579 16 521 18 1

在宅福祉の充実の観点から、受講者数は増大し
目標値を達成した。引き続き受講者数の拡大に
努めたい。

286 ユニバーサルデザイン基本指針の策定（再掲） 検討 15 策定中 16 策定 16 2

県内有識者からなる徳島県ユニバーサルデザイン基本
指針検討会議やパブリックコメント等により広く県民
の意見いただきながら平成17年3月策定に向けて順調
に作業は進んでいる。

287
「とくしま公共事業ユニバーサルデザイン推進プ
ラン」の策定 検討 15 検討中 16 策定 17 2

ユニバーサルデザイン基本指針を踏まえ、基本指針検
討会議専門委員会等の意見をいただきながら平成17年
度策定に向けて検討を進めている。

288
「徳島やさしいまちづくり賞＊」受賞施設数（累
計） 施設 48 15 50 16 57 18 2 順調に推移している。

289 ３ｍ以上の幅の歩道がある県管理道路の延長 km 95.7 14 － － 118 18 －
実績は翌年度に判明するため。（平成１５年度
実績　104.9km）

６ユニバーサルなまちづくり
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

290 新町橋通線の再整備 未整備 15 調査 16 整備完了 18 2
平成１６年１０月３０日から１１月７日までの
間、社会実験を実施した。

291 路線バス台数に占めるノンステップバス比率 ％ 7.6 14 15.8 16 15 18 1

計画以上にノンステップバスの導入が進みつつあるこ
と、乗合バス総車両数が減少したことから、１６年度
末において目標を達成する見込みである。

292 バリアフリー対応トイレ設置車両数 両 0 14 9 16 25 18 2 目標達成に向けて順調に推移している。

293
相談、情報提供等の生活支援サービスを受けた外
国人数 人 1,247 14 2,071 16 2,500 18 2

相談、情報提供等の生活支援サービスを受けた
外国人数が順調に推移している。

294
地域共生サポーター（在県外国人に対して生活相
談等に応じる専門ボランティア）数 人 0 15 73 16 50 18 1

７３名の地域共生サポーターを選定し、目標を
達成した。

295 人権教育・啓発に係る計画の推進（再掲）

「人権教育
のための国
連10年」徳
島県行動計
画の推進(16 15

「人権教育の
ための国連10
年」徳島県行
動計画の推進 16

徳島県人権
教育・啓発
に関する基
本計画の推
進 17 2

「人権教育のための国連１０年」徳島県行動計
画に基づき、県民に対する人権教育・啓発を積
極的に推進するとともに、同行動計画終了後の
諸施策の基本となる「徳島県人権教育・啓発に
関する基本計画」を策定した。

296 人権教育の推進（再掲）

徳島県教育振
興基本構想に
よる人権教育
の推進 15

徳島県人権教育
推進方針による
人権教育の推進 16

徳島県人権教
育推進方針に
よる人権教育
の推進 16 2

平成16年４月から学校教育及び社会教育両面に
わたり各種研修会等で「徳島県人権教育推進方
針」の普及に努めている。

297 人権教育啓発推進拠点の整備
基本構想の
策定 14 施設等の検討 16

施設等の決
定 18 2

人権教育啓発推進拠点の基本構想を踏まえ、施
設等の検討を実施。

298 同和問題の解決に向けた基本方針の推進
基本方針の
策定 13

基本方針の推
進 16

基本方針の
推進 18 2

平成１３年度に策定した「同和問題の解決に向
けて（基本方針）」に基づき、施策を計画的に
推進している。

７人権が尊重される社会づくり

１とくしま大交流回廊（スーパーコリドー）の推進

基本目標７「にぎわいとくしま」の実現
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

299 四国横断自動車道（鳴門～阿南）の整備 設計協議中 15
設計協議調印
数１６地区 16 工事施工中 18 2 設計協議全１９地区のうち１６地区で調印済。

300
地域高規格道路　阿南安芸自動車道　日和佐道路
の整備

事業中（延
長9.3km） 14 事業中 16

由岐町～日
和佐町約
6.2kmが整備 18 2

現在１８年度の部分供用に向けて鋭意事業を進
めている。

301
国道５５号阿南バイパス（全体延長２１ｋｍ）の
供用延長 km 14.6 14 14.8 16 17.3 19 2 用地交渉、工事を鋭意進めている。

302 徳島飛行場拡張 整備中 14 整備中 16 完成供用 19 2 平成１９年度の完成に向けて整備中。

303
徳島空港利用旅行企画及び国際チャーター便助成
の利用者数 年/人 未実施 15 1,250 16 5,000

16～
18 2

国際チャーター便助成事業により、徳島空港初
のインバウンドチャーター便による外国人団体
旅行者の受け入れが実現した。

304 主要な国道（国管理）における渋滞損失時間＊
万人時
間/年 1,400 14 － － 1,260 19 － １６年度実績は翌年度に判明するため。

305
主要県道の渋滞時における本町交差点までの平均
到達時間　徳島鴨島線（石井引田線から） 分 46 14 － － 40 18 － １６年度実績は翌年度に判明するため。

306
主要県道の渋滞時における本町交差点までの平均
到達時間　徳島鳴門線（広島ランプから） 分 46 14 － － 43 18 － １６年度実績は翌年度に判明するため。

307
主要県道の渋滞時における本町交差点までの平均
到達時間　徳島小松島線（大林交差点から） 分 51 14 － － 40 18 － １６年度実績は翌年度に判明するため。

308
放射・環状道路（総延長約５８ｋｍ）の供用延長
（暫定・側道含む） km 24.6 14 30.8 16 33.9 18 2 用地買収及び工事を促進している。

309 吉野川橋通線の４車線化（全体延長０．４ｋｍ） 事業中 15 事業中 16 完成 16 3 早期完成に向けて努力する。

310
徳島小松島線勝浦浜橋の４車線化（全体延長１．
１ｋｍ） 事業中 15 完成 16 完成 16 1 １６年度末に完成予定である。

２交通渋滞のないまちづくり
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

311
 常三島中島田線（田宮街道）の４車線化（全体延
長３．８ｋｍ） 事業中 15 事業中 16 完成 17 2 用地買収及び工事を促進している。

312 元町沖州線の４車線化（全体延長２．７ｋｍ） 事業中 15 事業中 16 完成 18 2 用地買収及び工事を促進している。

313
主要幹線国道における渋滞交差点（本町、大野、
大林、佐古）の改良 4箇所事業中 15 4箇所事業中 16 4箇所完成 19 2 測量調査を鋭意実施中である。

314 観光入り込み客数＊ 万人 1,324 14 － － 1,400 18 －

実績は翌年度に判明するため。（15年は1,316千
人）

315
観光情報提供システム「阿波ナビ」アクセス件数
（累計） 万件 56 14 111 16 100 18 2

時季を得た観光情報や地域イベント等の情報を
提供するよう努めた。

316 「徳島観光ファンクラブ＊」会員数（累計） 人 1,700 14 － － 3,000 18 －

実績は年度末に判明するため。（15年度末は
2,069人）

317
県内を舞台にしたテレビ、映画、ＣＭ等ロケ撮影
支援件数 件 14 14 20 16 18 18 2

ＨＰや全国ＦＣ協議会参加の効果により、件数
は順調に推移している。

318 徳島市阿波おどり入り込み客数 万人 130 14 136 16 130 18 2

平成１６年度に抜本的改革に取り組んだこと
が、入り込み客数の増加につながった。

319 はな・はる・フェスタ＊入り込み客数 万人 25 14 20.3 16 26 18 2

平成１６年度は２日間の開催であったが平成１
７年度は従前どおり３日間となる予定。

320 旅行商品化された体験プログラム数（累計）
プログ
ラム 10 14 － － 15 18 －

本県の体験プログラムの旅行会社への認知度が
高まってきており、順調に推移している（15年
度は17プログラム）

321
グリーン・ツーリズム＊ホームページ掲載市町村
数 市町村 21 15 21 16 30 18 2

掲載する情報はほぼ全市町村分を収集している
が、調整等の作業中。

322 地域にぎわい創出補助金制度 制度なし 15 創設 16 創設 16 1
市町村等により個性的な地域づくり事業が実施
され、活力ある地域づくりを推進できている。

３いいとくしま観光・交流の推進
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年
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年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

323 訪日外国人調査徳島県訪問率＊ ％ 0.3 13 － － 0.4 18 －

平成１６年度末の数値は平成１７年度末に判明
するため。（14年度末は0.2％）

324 Ｊリーグ公式戦の開催 未開催 15 開催 16 開催 17 1

12月6日に四国初のＪリーグチーム「徳島ヴォル
ティス」が誕生し、17年3月には公式戦が開催さ
れる予定。

325 はな・はる・フェスタ入り込み客数（再掲） 万人 25 14 20.3 16 26 18 2

平成１６年度は２日間の開催であったが平成１
７年度は従前どおり３日間となる予定

326
観光情報提供システム「阿波ナビ」アクセス件数
（累計）（再掲） 万件 56 15 111 16 100 18 2

時季を得た観光情報や地域イベント等の情報を
提供するよう努めた。

327
「徳島観光ファンクラブ」会員数（累計）（再
掲） 人 1,700 14 － － 3,000 18 －

実績は年度末に判明するため。（15年度末は
2,069人）

328 徳島県メールマガジン「とくめる」の発行
回配信
/月 2 15 2 16 2 18 2

毎月第２・４金曜日に，計画どおり配信してい
る。

329
コンベンション＊（集会、大会）開催による宿泊
者数（累計） 人 25,000 14 － － 28,000 18 －

実績は年度末に判明するため。（H16.10月末現
在18,800人）

330 ブロードバンドサービス世帯普及率＊ ％ 12.0 14 27.7 16 35 18 2
利用エリアの拡大に伴い、世帯普及率も順調に
増加している。

331
官民一体でのｅ－とくしま推進の中核となる組織
の設置 検討 15 設立予定 16

情報化推進
財団(仮称)
の設立 16 2

平成１６年度中に「ｅ－とくしま推進財団」を
設立する。

332 ブロードバンドサービス提供市町村数 市町村 33 15 40 16 45 18 2
ＡＤＳＬサービスエリアの拡大やＣＡＴＶサー
ビスエリアの拡大が順調に進んでいる。

333 ＣＡＴＶサービス提供市町村数 市町村 13 15 17 16 25 18 2 自治体と民間による整備が順調に進んでいる。

４にぎわい活力とくしまの実現

５ｅ－とくしまの実現
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年

度 目標値
年
度

達
成
度

達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

334
ＩＴ講習会の受講者数（平成１２年度開始時から
の累計） 人 63,000 14 － － 100,000 17 －

実績は翌年度に判明するため。（平成１５年度
実績　79,000人）

335 県の行政手続のオンライン化数 手続 0 15 9 16 70 18 2
オンライン化数は予定を下回っているが、オン
ライン手続きの開発は順調に進んでいる。

336 地方税電子申告システムの導入 検討 15 開発中 16 運用開始 17 2

全都道府県等が共同開発・共同運営を目的として設立
した「地方税電子化協議会」による電子申告システム
の開発が計画どおり進捗している。

337 政治資金等届出電子化システムの導入 未整備 15 準備 16 運用開始 18 2

システム導入準備のため、現在、政治団体の台
帳を電子データ化している。なお、システム
は、国において開発中である。

338 電子入札システムの導入（再掲） 未整備 15 一部導入 16 全面導入 18 2
システム開発を行い、一部工事に電子入札を導
入している。

339 総合医療情報システム＊の導入 未整備 15 整備中 16 本格運用 18 2

平成１８年度の本格運用を目指し、平成１６年
度に県立中央病院において、電子カルテシステ
ムを導入した。

340 電子文書管理システムの導入 開発 15 拡充検討 16 拡充完了 18 3
庁内に検討班を設置し、必要となる電子決裁等
の機能の拡充について検討を実施。

341 合併市町村数

9合併協議会
(34町村)で
市町村合併
に取り組む 15

４合併協議会
（１６町村）で
合併が実現（平
成１６年度末時
点）。なお、平
成１７年４月１
日に１合併協議
会（４町）での
合併が法律上確
定。 16

すべての合
併協議会の
合併の実現 16 2

現況値欄の９合併協議会（３４町村）のうち、
平成１６年度末時点で４合併協議会（１６町
村）で合併が実現。残る５合併協議会（１８町
村）のうち１合併協議会（３町）は解散した
が、新たに２合併協議会（５市町）が設置され
たため、平成１６年度末には、６合併協議会
（２０市町村）となる。なお、上記６合併協議
会のうち、平成１７年４月１日付けで１合併協
議会（４町）の合併が確定している。

342 市町村合併構想の策定 未策定 15 － － 策定 17 －

６とくしま合併戦略の展開

7元気わがまち・むらづくり
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達成度：1達成、2順調、3努力を要する

番
号 指　　　　標　　　　名 単位 現況値 年度 実績値 年
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年
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達
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達 成 状 況 の 説 明

「オンリーワン徳島行動計画」　目標水準・数値目標　達成状況一覧表             

343 地域にぎわい創出補助金制度（再掲） 制度なし 15 創設 16 創設 16 2
市町村等により個性的な地域づくり事業が実施
され、活力ある地域づくりを推進できている。

344 ボランティア人口（再掲） 人 100,115 14 － － 210,000 18 － 実績は翌年度に判明するため。

345 協働事業推進補助金補助事業数（再掲） 事業 未実施 15 15（予定） 16 20 18 2

本年度からの新規補助事業であり，実績は未確
定であるが，ほぼ順調な滑り出しとなってい
る。

346 ＮＰＯ法人数（再掲） 団体 42 14 97 16 80 18 1
ＮＰＯ法人数については，予想以上に増加して
いる。

347 構造改革特区の導入件数（累計） 件 3 15 4 16 7 18 2
とくしまリフレッシュ特区制度と併せた効率的
な周知により概ね順調に推移している。

348
新町地区商店街（徳島市）のにぎわい状況（日曜
日の人の通行量指数　⑭１００とする） 100 14 － － 110 18 － 調査が３年に１回のため

349 徳島駅前南地区優良建築物等整備事業の進捗率 整備中 15 整備完了 16 整備完了 16 2 １６年度末完成に向け鋭意工事を進めている。

350

阿波雑穀街道認定商品を製造する事業体数（雑
穀・かずらなどの地域資源を利用し開発した商品
を製造する事業体） 事業体 30 15 34 16 45 18 2 阿波雑穀街道の知名度は徐々に向上している。

　　指標名に「＊」印の付いている用語は、計画書の巻末に解説があります。
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